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・・・【ここは1行あける】・・・
【要旨本文はメイリオ，英数字も同様，10ポイント，各セッションのタイトルは太字，句読点は「，。」】【目的】野生において樹葉を主食とする動物には，飼育下でも樹葉を給与することが推奨されている。四季の存在する日本では，年間を通じて栄養価および嗜好性が高い樹葉（若葉）を給与することが難しい。日本と同様に温帯に位置する国外の動物園では，製造コストが安価で，比較的長期間の保存が可能な樹葉サイレージの利用が普及しつつある。一方，国内で樹葉サイレージを継続的に生産して，給与する動物園はまだない。そこで本研究では，国内動物園における樹葉サイレージの普及を目指して，サイレージ調製過程における樹葉の栄養価と発酵性状，およびサイレージ調製に伴う動物の受容性（給餌飼料の採食度合）の変化を明らかにすることを目的とした。
【材料および方法】①サイレージ調製：日本平動物園の敷地内外にて自生する樹葉3種（シラカシ，スダジイ，サクラ）を枝ごと採取した。採取した枝葉を，屋内にて一晩予乾した後に約10～20 cmに細断し，各樹種100 gを2重のチャック付き袋に封入して，脱気後に密閉した。1樹種あたり56袋作成し，遮光下で約2カ月室温保存することでサイレージ調製を行った。②成分分析：調製前および調製開始1・2・4・6・8週間後の樹葉をサンプリングし，栄養成分18項目，発酵品質6項目を分析した。③受容性の評価：給与対象は，有蹄類2種4頭および霊長類4種15頭とした。給与飼料は，サイレージ調製前後の細断した枝葉3樹種とした。調製前後ともに，各樹種3日間（計9日間）の給与試験を行った。給与量は，対象動物種の体重に応じて，50または10 g/日とした。対象飼料の動物への給与は各動物種の飼育担当者が行い，残餌が確認された場合はその量を記録した。また給与時には，ビデオ撮影または目視によって樹葉の採食状況（採食時間，採食回数および給与飼料内における採食順位）を記録した。
【結果および考察】①成分分析：栄養成分のうち，3樹種共通して経時的な成分変化が確認されたのは，中性デタージェント繊維（NDFom）【←略号を用いたい場合は初出にカッコ書き】，酸性デタージェント繊維（ADFom），非繊維性炭水化物（NFC），粗灰分（Ash），Ca，細胞内要物（OCC）であった。このうち，NFCおよびOCC含量では調製期間の経過に伴い有意な減少が，他4成分の含量では有意な増加が確認された。また，中性デタージェント不溶性タンパク質（NDICP），酸性デタージェント不溶性タンパク質（ADICP），酸性デタージェントリグニン（ADL），デンプン（Starch），および粗脂肪（EE）では，樹種間で異なる経時的な成分変化が確認された。このうち，サクラではNDICP，ADICPおよびADL含量，スダジイではADL含量，シラカシではEE含量において，経時的に有意な増加が確認された。発酵に際して顕著なpHの低下や乳酸産生は確認されなかったが，異臭や葉の顕著な変敗も確認されなかった。②受容性の評価：給与対象種のうち，霊長類4種では残餌が確認された。残餌が確認されなかった種のうち，マレーバク（Tapirus indicus）【←初出の動物名には学名を入れる】の採食時間はサクラでのみ有意に短かった。また，キリン（Giraffa camelopardalis）では調製前後で採食する順番が，個体ごとに大きく異なっていた。残餌が確認された霊長類4種では，調製前後で残餌の総量に有意な差はなかったものの，シシオザル（Macaca silenus）を除いてスダジイの残餌の総量は，他樹種に比べ高い傾向にあった。霊長類4種の採食回数は，アビシニアコロブスでは調製後の樹葉の方が有意に高かったが，その他4種では調製前後での有意な差はみられなかった。また，ブラッザグエノン（Cercopithecus neglectus）およびアビシニアコロブス（Colobus guereza）に関して，調製前の樹葉を与えた際に採食回数が群内で相対的に低かった個体では，調製後の樹葉を与えたことで採食回数が相対的に上昇した。
[bookmark: _Hlk83928521]・・・【ここは1行あける】・・・
【他学会等で報告済みの場合は必ず記載→】［動物の行動と管理学会2021年度研究発表会にて発表済み］
・・・【ここは1行あける】・・・
表．霊長類4種における試験食の残餌量および採食回数
a．残餌量（総量）
	　　
	残餌量 （平均±SE, g）

	　
	試験食
	樹種

	　
	新鮮な樹葉
	樹葉サイレージ
	シラカシ
	スダジイ
	サクラ

	アビシニアコロブス
(Colobus guereza, n=3)
	12.1 ± 1.9
	13.3 ± 2.3
	12.2 ± 1.7 ab
	19.0 ± 1.6 a
	8.9 ± 2.5 b

	シシオザル
(Macaca silenus, n=3)
	17.6 ± 3.5
	22.0 ± 1.9
	15.7 ± 1.4
	25.0 ± 1.1
	20.3 ± 4.2

	ニホンザル
(Macaca fuscata, n=3)
	3.1 ± 1.9
	11.1 ± 3.5
	4.0 ± 2.0 b
	19.2 ± 3.3 a
	0.8 ± 0.3 b

	ブラッザグエノン
(Cercopithecus neglectus, n=6)
	29.1 ± 3.1
	22.0 ± 4.1
	19.0 ± 3.6 b
	37.8± 2.2 a
	21.3 ± 3.6 b


a,b: 試験食間（Welch's test）および樹種間（Kruskal-Wallis testおよびSteel-Dwass test）において確認された有意差（P<0.05）。
・・・【ここは1行以上あける】・・・
b．採食回数（個体平均）
	　　
	採食回数 （平均±SE, 回）

	　
	試験食
	樹種

	　
	新鮮な樹葉
	樹葉サイレージ
	シラカシ
	スダジイ
	サクラ

	アビシニアコロブス
(Colobus guereza, n=3)
	3.1 ± 0.9 b
	7.6 ± 1.1 a
	5.4 ± 1.3 ab
	3.1 ± 0.9 b
	8.3 ± 1.5 a

	シシオザル
(Macaca silenus, n=3)
	8.3 ± 1.4
	6.7 ± 1.1
	9.3 ± 1.2 a
	4.7 ± 1.1 b
	8.3 ± 1.8 ab

	ニホンザル
(Macaca fuscata, n=3)
	8.1 ± 1.8
	3.9 ± 1.3
	5.7 ± 1.8
	2.7 ± 0.9
	10.3 ± 2.8

	ブラッザグエノン
(Cercopithecus neglectus, n=6)
	13.1 ± 1.3
	16.2 ± 1.1
	16.2 ± 1.3 a
	11.9 ± 1.2 b
	16.5 ± 1.7 ab


a,b: 試験食間（Welch's test）および樹種間（Kruskal-Wallis testおよびSteel-Dwass test）において確認された有意差（P<0.05）。


[bookmark: _Hlk83928783]【要旨本文の文字数に制限は設けません。要旨本文の後ろに，講演内容の要点を示す結果を含む図表を１〜２点掲載してください。表のタイトルはデータの上側，図のタイトルはデータの下側に記載してください。本文・図表を含めて１〜２ページに収まるように作成してください。講演要旨はカラーで印刷します。】
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